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砂鉄あそび
―幼児の科学体験―

公益財団法人日本科学技術振興財団（東京都）／富山大学教育学部　月僧　秀弥

●どんな工作・実験なの？
砂鉄は公園の砂場の砂や海岸の砂に含まれていて、磁石を用いて集め
ることができます。海岸に見られる黒い筋は、砂鉄が集まったものです（図
1）。砂の中からたくさんの砂鉄を集めて、磁石を近づけてみると面白い
様子を見ることができます。集めた砂鉄を使って、磁石遊びを楽しみましょう。
●工作・実験のしかたとコツ

【用意するもの】
フェライト磁石、海岸の砂、蓋つきプラスチック容器、プッシュバイアル、タ
ピオカストロー（直径 10 ㎜）、ピン形マグネット、セロハンテープ、ホイール
ポンチ（10 ㎜用）、スチール缶、アルミ缶、ゼムクリップ、ペットボトル、積
み木など

【工作のしかた】
⑴�プッシュバイアルの蓋の中心にポンチで穴をあけます。
⑵�タピオカストローを半分の長さに切り、ストローの先にピン型マグネットを
差し、セロハンテープで留めます。

⑶�穴をあけた蓋に磁石を付けたタピオカストローを挿したら、装置の完成
です（図 2）。ストローを上下させることで砂鉄を付けたり、落としたりで
きます。

【実験のしかた】
Ⅰ．磁石の性質を調べよう
　⑴�鉄でてきたもの（スチール缶等）に磁石を近づけて、磁石につくか

確認してみましょう。
　⑵�磁石同士が引き付けあったり、反発したりすることを確認してみましょう。
Ⅱ．砂鉄を集めて実験しよう
　⑴�砂に磁石を近づけ、砂の中に砂鉄が入っていることを確認します。

磁石についた砂鉄の様子を見てみましょう（図 3）。
　⑵�装置を用い、蓋つきプラスチック容器に集めた砂鉄を入れます。
　⑶�容器の周りをセロハンテープで留め、砂鉄が漏れないようにします。
　⑷�砂鉄に磁石を使づけて砂鉄の様子を観察したり、砂鉄を動かしたり

して遊んでみましょう。
●気をつけよう
・�砂鉄が磁石につくと取るのが大変なので、砂鉄に磁石を近づける時は、

砂鉄か磁石のどちらかを容器に入れて近づけるようにしましょう。
・砂鉄は素手で触らないようにしましょう。また、目や口に入れないようにしましょう。
●もっとくわしく知るために
幼児も科学を楽しみます。幼児の科学体験は、言葉や理屈を覚えることが目的ではありません。さまざ
まな科学体験を通して、楽しさや不思議を感じる中で身近な現象や事物に興味関心を深めることが目的
です。幼児の科学あそびは、次の書籍が参考になります。
・�藤島昭監修／公益財団法人東京応化科学技術振興財団編：「開け！科学の扉⑤幼児のための科学
プログラム」学研プラス（2018）　

・月僧秀弥著：「小学校理科・生活科授業で使える科学あそび 60」明治図書（2020）
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●工作・実験のしかたとコツ 

【用意するもの】 

●どんな工作・実験なの？ 

生活している中で、輪ゴムを使うことは多くあります。伸びたり縮んだりするので、袋を閉

じるのに使ったり、工作の部品として使ったりしたことがあるでしょう。輪ゴムの張力や伸

ばした輪ゴムをはじくと音が出る様子を調べながら、輪ゴムで遊んでみましょう。 

●工作・実験のしかたとコツ 

【用意するもの】 

輪ゴム、コルクボード、ダルマ画びょう、発泡ポリスチレントレイ 

【工作・実験のしかた】 

Ⅰ．輪ゴムをつなげよう・とばしてみよう 

(1)2本の輪ゴムをつないで、伸ばしてみましょう。 

1本の輪ゴムとつないだ 2本の輪ゴムを伸ばして、伸びの違いを調べます。 

(2)伸ばした輪ゴムから手をはなしてみましょう。 

輪ゴムを指に引っかけてから伸ばし、手をはなすと輪ゴムがとんでいきます。輪ゴムは強

く引くと、張力が大きくなって遠くまでとんでいきます。輪ゴムの大きさや太さを変えて

みると、どのようなとび方になるか調べてみましょう。 

Ⅱ．輪ゴムでアート 

(1)アートボードをつくりましょう（図 1）。 

コルクボードの上に、等間隔（3㎝程度）にダルマ画びょうを深く

差します。画びょうが抜けないようにするために、接着剤を使って

接着しておきます。 

(2)好きな絵を描きましょう。 

カラー輪ゴムを使って、輪ゴムを画びょうに引っかけながら絵を描

きます。輪ゴムを自由に伸ばしたり、画びょうに引っかけて曲げたりできます。 

Ⅲ．輪ゴムギターで遊ぼう 

(1)輪ゴムギターをつくりましょう（図 2）。 

発泡ポリスチレントレイに輪ゴムをかけて、ギターを作ります。ト

レイにつけた 5本の輪ゴムのうち、１本はド（523Hz）の音が出るよ

うにしておきます。 

(2)音を調整して、演奏してみましょう。 

ドの音をもとにして、他の輪ゴムをはじいて音を聞きながら、輪ゴ

ムの張り具合を変えて調音します。うまく調音できたら、曲の演奏に挑戦してみましょう。 

●気をつけよう 

・輪ゴムを人に向けてとばさないようにしましょう。 

・画びょうで指をささないように注意しましょう。 

●もっとくわしく知るために 
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学研プラス（2018）  

・月僧秀弥著：「小学校理科・生活科授業で使える科学あそび60」明治図書（2020） 

●どんな工作・実験なの？ 

【工作のしかた】 

【実験のしかた】 

●気をつけよう 

●もっとくわしく知るために 

 

図3 磁石に近づけた砂鉄 

砂鉄あそび ―幼児の科学体験― 

公益財団法人日本科学技術振興財団／富山大学教育学部 月僧秀弥 

 

図1 海岸の砂鉄 

 
図2 砂鉄を集める装置 

●工作・実験のしかたとコツ 

【用意するもの】 

●どんな工作・実験なの？ 

生活している中で、輪ゴムを使うことは多くあります。伸びたり縮んだりするので、袋を閉

じるのに使ったり、工作の部品として使ったりしたことがあるでしょう。輪ゴムの張力や伸

ばした輪ゴムをはじくと音が出る様子を調べながら、輪ゴムで遊んでみましょう。 

●工作・実験のしかたとコツ 

【用意するもの】 

輪ゴム、コルクボード、ダルマ画びょう、発泡ポリスチレントレイ 

【工作・実験のしかた】 

Ⅰ．輪ゴムをつなげよう・とばしてみよう 

(1)2本の輪ゴムをつないで、伸ばしてみましょう。 

1本の輪ゴムとつないだ 2本の輪ゴムを伸ばして、伸びの違いを調べます。 

(2)伸ばした輪ゴムから手をはなしてみましょう。 

輪ゴムを指に引っかけてから伸ばし、手をはなすと輪ゴムがとんでいきます。輪ゴムは強

く引くと、張力が大きくなって遠くまでとんでいきます。輪ゴムの大きさや太さを変えて

みると、どのようなとび方になるか調べてみましょう。 

Ⅱ．輪ゴムでアート 

(1)アートボードをつくりましょう（図 1）。 

コルクボードの上に、等間隔（3㎝程度）にダルマ画びょうを深く

差します。画びょうが抜けないようにするために、接着剤を使って

接着しておきます。 

(2)好きな絵を描きましょう。 

カラー輪ゴムを使って、輪ゴムを画びょうに引っかけながら絵を描

きます。輪ゴムを自由に伸ばしたり、画びょうに引っかけて曲げたりできます。 

Ⅲ．輪ゴムギターで遊ぼう 

(1)輪ゴムギターをつくりましょう（図 2）。 

発泡ポリスチレントレイに輪ゴムをかけて、ギターを作ります。ト

レイにつけた 5本の輪ゴムのうち、１本はド（523Hz）の音が出るよ

うにしておきます。 

(2)音を調整して、演奏してみましょう。 

ドの音をもとにして、他の輪ゴムをはじいて音を聞きながら、輪ゴ

ムの張り具合を変えて調音します。うまく調音できたら、曲の演奏に挑戦してみましょう。 

●気をつけよう 

・輪ゴムを人に向けてとばさないようにしましょう。 

・画びょうで指をささないように注意しましょう。 

●もっとくわしく知るために 

・藤島昭監修／公益財団法人東京応化科学技術振興財団編：「開け！科学の扉⑤幼児のための

科学プログラム」学研プラス（2018）  

・月僧秀弥著：「小学校理科・生活科授業で使える科学あそび 60」明治図書（2020） 

輪ゴムあそび ―幼児の科学体験― 

公益財団法人日本科学技術振興財団／富山県黒部市立清明中学校 新村 宏樹 

図 1 

図 2 


